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一交通事故非常事態を宣言す一

今年に入り、交通事故が続発している折か

ら、村では交通事故非常事態を宣言し、事故

のない明るい村づくりを村民総ぐるみ塵展開

しますが、その一環として、立看板により、

村内通行車両に交通安全をうったえます。

（写真は、この立看板を設置中です）
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交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策
会
議
開
催
さ
れ
る
！

　
交
通
事
故
の
発
生
件
数
が
前
年
の

三
割
以
上
も
増
え
、
し
か
も
事
故
に

よ
る
死
者
が
三
名
と
、
最
悪
の
状
態

と
な
り
、
さ
ら
に
毎
日
の
よ
う
に
救

急
車
の
音
を
聞
く
折
か
ら
、
去
る
七

月
三
日
、
村
民
体
育
館
に
お
い
て
、

議
会
議
員
を
初
め
二
百
五
十
名
余
の

関
係
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
交

通
事
故
防
止
緊
急
対
策
会
議
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
警
察
署
長
や
交
通

課
長
か
ら
交
通
事
故
の
状
況
、
本
村

に
お
け
る
暴
走
族
の
実
態
な
ど
、
つ

欝黙

　
交
通
事
故
非
常
事
態
宣
言
書

　
本
村
に
お
け
る
交
通
事
故
の
発
生
は
、

六
月
末
日
現
在
で
既
に
三
十
一
件
に
上

り
、
前
年
同
期
と
比
較
し
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
も
多
く
発
生
し
、
し
か
も
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
は
一
ケ
月
も
の
間
に

三
名
と
他
に
類
を
見
な
い
最
悪
の
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
い
た
ま
し
い
交
通
事
故
を
な
く

し
、
日
常
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
村
民
皆
さ
ん
の
切
な
る
願
い
で

あ
る
と
同
時
に
、
村
民
全
体
の
責
務
で

も
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
こ
こ
に
交
通
事
故
非
常
事

態
を
重
視
し
、
村
民
総
ぐ
る
み
で
取
り

組
み
、
交
通
事
故
の
絶
滅
に
あ
た
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
四
年
七
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
南
　
村

ぶ
さ
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
改
め
て
交

通
事
故
や
暴
走
族
の
恐
ろ
し
さ
や
、
こ

れ
ら
の
こ
と
が
決
し
て
他
人
事
で
な
く
、

私
達
の
身
近
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
席
上
、
村
を
代
表
し
て

村
長
よ
り
、
こ
の
痛
ま
し
い
交
通
事
故

を
な
く
し
、
日
常
生
活
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
に
全
力
で
あ
た
り
ま
す
と
、

『
交
通
事
故
非
常
事
態
宣
言
』
が
発
表

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
参
加
者
を
代
表

し
て
議
会
議
長
よ
り
、
　
『
私
達
が
指
導

者
と
な
り
、
自
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

皆
さ
ん
の
お
手
本
と
な
り
、
交
通
事
故

の
防
止
に
つ
と
め
ま
す
。
』
と
、
力
強
く

決
議
さ
れ
、
盛
大
の
う
ち
に
会
議
が
終

り
ま
し
た
。
又
、
こ
の
会
議
に
お
い
て

次
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
防
止
対
策
が
決

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
防
止
運
動
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン

日
『
老
人
と
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
こ
と
』
。
特
に
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
ま

す
、
子
供
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
歩
行
者
優
先
を
徹
底
さ
せ

る
。口
『
話
し
合
う
明
る
い
家
庭
に
事
故
は

な
い
』
。
　
暴
走
族
な
ど
青
少
年
の
非
行

化
を
初
め
、
交
通
事
故
の
多
く
は
対
話

の
な
い
家
庭
に
原
因
が
あ
る
と
い
わ
れ

O
o

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
家
庭
内
で
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
中
心
と
な
り

一
日
の
出
来
事
や
悩
み
ご
と
な
ど
、
素

直
に
話
し
合
え
る
明
る
い
家
庭
づ
く
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
防
止
対
策
と
し
て

8
交
通
安
全
教
育
の
推
進

　
交
通
事
故
防
止
に
は
、
各
家
庭
で
ご

婦
人
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
安
全
教
育
を

進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
婦
人
部
の
集

い
を
計
画
す
る
ほ
か
、
P
T
A
の
会
合

等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
取
得
て
、
学
習

を
行
ド
、
家
庭
教
育
の
充
実
を
は
か
る
。

口
指
導
、
取
締
り
の
強
化

　
交
通
違
反
者
の
取
締
を
強
化
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
ほ
か
、
学
童
の

事
故
防
止
を
重
点
目
標
に
指
導
を
行
い
、

特
に
自
転
車
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
や
正
し

い
乗
り
方
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
環
境
整
備
と
し
て

　
速
度
規
制
、
一
時
停
止
、
信
号
機
、

横
断
歩
道
等
の
拡
充
、
さ
ら
に
村
内
危

険
カ
所
五
十
カ
所
に
標
示
を
し
、
又
、

三
十
三
カ
所
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
．

す
る
な
ど
環
境
整
備
を
実
施
す
る
。

四
広
報
に
よ
る
啓
も
う

　
広
報
車
に
よ
り
、
随
時
安
全
広
報
を

行
い
、
ま
た
、
広
報
「
こ
う
な
ん
」
を

利
用
し
て
、
全
村
民
に
事
故
の
状
況
や

事
故
防
止
を
訴
え
ま
す
。

　
以
上
の
四
本
の
柱
を
も
っ
て
、
交
通

事
故
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
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（

交
通
三
悪
を

ρ＼＼

．
追
放
し
よ
う

村
内
交
通
事
故
の
実
態

　
H
『
十
人
の
う
ち
二
名
の
方
が
事
故

に
あ
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
』

　
村
内
に
お
い
て
は
、
六
月
末
日
現
在

で
表
に
示
す
よ
う
に
、
二
十
六
件
の
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二

十
六
件
は
、
あ
く
ま
で
人
身
事
故
と
し

て
警
察
に
届
け
ら
れ
警
察
官
の
立
合
い

や
調
査
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ

れ
以
外
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
立
木
な
ど

に
衝
突
し
た
も
の
、
運
転
を
誤
り
田
や

畑
に
転
落
し
物
損
事
故
と
な
っ
た
も
の

や
、
車
ど
う
し
で
衝
突
し
て
も
ケ
ガ
が

な
く
、
そ
の
場
で
話
し
合
い
が
成
立
し

た
件
数
な
ど
は
含
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
件
数
を
入
れ
ま
す
と
、
少
な

く
と
も
二
倍
以
上
の
件
数
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
交
通
事
故
は
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
統
計

に
よ
り
ま
す
と
、
十
名
の
う
ち
二
名
の

方
が
事
故
に
あ
う
な
り
、
事
故
を
起
す

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
口
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
三
名
は
、

全
国
最
悪
の
数
字
で
す
。

　
五
月
中
旬
か
ら
六
月
上
旬
の
一
か
月

も
の
間
に
、
村
内
で
交
通
事
故
に
よ
っ

て
三
名
の
方
が
死
亡
さ
れ
て
沿
り
ま
す

が
、
こ
の
三
名
と
い
う
死
亡
者
数
は
、

六
月
現
在
で
、
人
口
十
万
人
に
近
い
深

谷
市
や
行
田
市
の
一
月
か
ら
の
死
亡
者

数
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
人
口

十
万
人
に
対
す
る
交
通
事
故
に
よ
る
死

亡
者
の
比
較
と
い
う
数
字
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
数
字
に
よ
っ
て
も
交
通
事
故

の
多
発
県
と
い
わ
れ
る
埼
玉
県
全
体
で

も
、
人
口
十
万
人
に
対
し
死
亡
者
数
は
、

二
・
六
人
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
本
村
の
数
字
は
、
人
口
九
千
に
対
し

三
名
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
十
万
人
に
置

換
え
て
計
算
し
ま
す
と
、
二
十
六
人
と

い
う
彪
大
な
数
字
に
な
り
、
こ
の
数
字

は
全
国
で
恐
ら
く
一
位
な
い
し
二
位
と

い
う
最
悪
の
数
字
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
も
、
本
村
に
お
け
る
死
亡

事
故
の
原
因
が
、
交
通
三
悪
と
い
わ
れ

ま
す
、
　
『
酒
酔
い
』
、
　
『
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
』
、
　
『
無
免
許
』

に
原
因
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
に
最
悪
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
村
に
お
け
る
事
故
の
内
容

　
表
に
示
し
て
あ
り
ま
す
二
十
六
件
の

事
故
を
分
析
し
ま
す
と
、
月
別
で
は
一

月
五
件
、
二
月
六
件
、
三
月
五
件
、
四

月
三
件
、
五
月
．
三
件
、
六
月
四
件
と
月

平
均
四
件
な
い
し
五
件
の
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
発
生
時
間
は
午
前

八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
間
に
四
件
、
午

前
十
一
時
か
ら
正
午
の
間
に
四
件
、
午

後
五
時
か
ら
六
時
の
間
に
五
件
と
、
こ

の
三
つ
の
時
間
帯
に
半
数
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
・
こ
と
は
、
朝
の

通
勤
時
問
が
終
り
道
路
が
比
較
的
す
い

て
ス
ピ
ー
ド
が
出
し
や
す
く
な
る
時
問
、

次
に
、
昼
食
の
準
備
に
忙
し
く
、
買
物

を
し
た
り
、
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
の
活
動

が
活
発
に
な
る
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で

の
時
間
、
さ
ら
に
会
社
か
ら
の
帰
宅
を

急
い
だ
り
、
薄
暗
く
な
り
車
の
運
転
が

し
ず
ら
く
、
歩
行
者
に
と
っ
て
は
車
の

発
見
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
午
後
五
時
か

ら
六
時
ま
で
の
問
、
こ
の
三
つ
の
時
間

帯
が
本
村
に
お
け
る
最
も
危
険
な
時
間

と
い
え
ま
す
。
次
に
、
事
故
発
生
の
場
．

所
で
す
が
、
県
道
で
十
二
件
、
村
道
で

十
一
件
、
有
料
道
路
で
三
件
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
内
、
県
道
の
十
二
件

を
道
路
別
に
見
ま
す
と
、
小
川
県
道
の

八
件
、
富
田
線
二
件
、
玉
川
線
二
件
で

あ
り
ま
す
。
小
川
県
道
の
八
件
は
小
江

川
地
内
の
三
件
、
押
切
の
飛
地
々
内
の

三
件
、
そ
の
他
塩
地
内
、
御
正
新
田
地

内
に
各
一
件
づ
つ
発
生
し
て
い
ま
す
。

富
田
線
の
二
件
は
い
ず
れ
も
北
小
学
校

裏
の
交
差
点
で
あ
り
、
玉
川
線
の
二
件

　
　
へ
（

も
野
原
地
内
の
農
免
道
路
と
の
交
差
点

で
あ
り
ま
す
。
次
に
村
道
の
十
一
件
は
、

板
井
地
内
の
三
件
を
筆
頭
に
、
押
切
地

内
と
樋
春
（
飛
地
）
各
二
件
、
御
正
新

田
、
小
江
川
、
須
賀
広
、
野
原
の
各
地

内
で
一
件
ず
つ
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

有
料
道
路
の
三
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

御
正
新
田
地
内
二
件
、
樋
春
地
内
一
件

で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
発
生
場
所
の
内
、

同
じ
場
所
で
発
生
し
て
い
る
危
険
な
箇

所
は
三
か
所
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
に

み
て
、
村
内
い
た
る
所
に
危
険
な
箇
所

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
現
在
ま
で
の
発

生
状
況
か
ら
見
て
、
南
地
区
に
よ
り
多

く
あ
る
と
言
え
ま
す
。
更
に
二
十
六
件

の
人
身
事
故
に
よ
る
被
害
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
死
亡
さ
れ
た
方
三
名
、
重
傷

を
負
わ
れ
入
院
さ
れ
た
方
六
名
、
軽
傷

二
十
三
名
の
合
計
三
十
二
名
の
方
が
被

害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
尊
い
人
命
が
失

な
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
事
故
の
後
遺

症
に
泣
く
方
等
数
多
く
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
の
発
生
原
因
は
様
々

で
す
が
、
二
十
六
件
中
一
番
多
い
の
が

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
左
右
の
安
全

確
認
、
一
時
停
止
の
場
所
で
一
時
停
止

を
お
こ
た
っ
た
も
の
や
、
絶
対
に
し
て

は
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
を
し
た
方
等
、

ほ
と
ん
ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
注
意
や

交
通
ル
ー
ル
無
視
に
よ
る
も
の
で
す
。

村
内
に
お
い
て
も
半
数
の
方
が
本
村
以

外
の
方
で
す
が
、
村
内
の
方
も
村
外
で

事
故
を
起
し
た
り
、
あ
わ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
熊
谷
警
察
署
管
内
（
熊
谷
市
、

妻
沼
町
、
大
里
村
）
で
表
②
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
十
六
件
発
生
し
、
被
害
者
や

加
害
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
れ
も
が
、

交
通
事
故
を
起
そ
う
と
思
っ
て
運
転
し

て
い
る
人
は
お
り
ま
せ
ん
し
、
又
、
自

分
が
事
故
に
ま
き
こ
ま
れ
る
と
考
え
て

い
る
人
も
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現

実
に
事
故
は
毎
日
の
よ
う
に
場
所
や
時

間
を
問
わ
ず
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
私

達
の
身
近
に
発
生
す
る
交
通
事
故
か
ら
、

我
が
身
や
家
族
を
守
る
こ
と
に
可
能
な

限
り
、
充
分
注
意
に
注
意
を
重
ね
、
交

通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
一
瞬
の
気
の

ゆ
る
み
も
な
く
車
を
運
転
し
て
下
さ
い
。
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No 年月臼 時　間 発　生　場　所 道路名 第1当事者 第2当事者 被　　　　　害 原　　　　　　因

1 54．1．7 10：00 御正新田902 有料道路 東京都 ／」・川町 軽　　　2 スピードオーバー
2 ■．　8 18：00 ！』・江川2120－1 ノ」・川県道 江南村 江南村 重　　　1 前方不注視
3 1．21 23：30 ノ」・江川2163－2 ノ」・川県道 群馬県 江南村 軽　　　1 安全不確認
4 1．25 7：15塩135 ／』・川県道 嵐山町 江南村 1 左右不確認
5 1．18 17：50 三本359 富田県道 滑川村 江南村 重1軽2 安全不確認
6 2．　4 10：10 御正新田1120 村　　道 江南村 江南村 軽　　　1 〃　第2のとびだし
7 2．　14 8：55押切2512－3 ／』・川県道 深谷市 軽　　　1 速度超過による自爆
8 2．　9 11：10 板井4，89 村　　道 江南村 重　　　1 ハンドル操作ミスによる自爆

9 2．23 8：05押切624 村　　道 大里村 川本町 重　　　1 前方不注意
10 2．28 17：20 押切197－1 村　　道 江南村 熊谷市 軽　　　1 左右安全不確認
11 3．　5 9：10ノ』・江川2225－3 私　　道 熊谷市 江南村 軽　　　1 〃

12 3．16 12：05 樋春48 有料道路 山形県 群馬県 軽　　　1 一時不停止
13 3．16 19：00・ 押切24，48 ノ1・川県道 熊谷市 江南村 軽　　　1 前方安全不確認
14 2．　8 11：35 ．押切2523－4 ／」・川県道 東京都 江南村 軽　　　2 右後輪のパンク
15 3．19 13：00 野原735－1 玉川県道 川本町 江南村 軽　　　1 第2とびだし
16 4．　6 17：23 野原683 玉川県道『東松山市 江南村 軽　　　1 子供のとびだし
17 4．　2 8：15板井1037－1 私　　道 熊谷市 秩父市 軽　　　1 交叉点の安全進行
18 4．15 11：30 御正新田902－1 有料道路 川崎市 神奈川県 軽　　　■ 追　突
19 3．30 6：55樋春1983－1 村　　道 滑川村 茨木県 重　　　1 一時不停止
20 5．　9 15：04 ノ」・江川2241 ／』・川県道 江南村 死　　　亡 無　免　許
21 5．17 8：40樋春2100 村　　道 江南村 川本町 同乗者’軽1 一時不停止
22 5．19 23：14 須賀広573 村　　道 江南村 死　　　亡 酒　酔
23 6．　7 11：一15 野原385－1 村　　道 川本町 ノ」・川町 軽1　同乗者死亡 カーブでのスピード
24 6．　8 17：45 板井855－4 村　　道 江南村 花園村 軽　　　1 無免許左右不確認
25 6．11 18：15 三本359 県　　道 江南村 熊谷市 軽　　　1 信号無視
26 6．26 17：45 御正新田1284 県　　道 江南村 ！」・川町 軽　　　2 酒　酔

No 年月日 時　間 発　生　場　所 道路名 第1当事者 第2当事者 被　　　　　害 原　　　　　　因

1 54．1．10 16：30 熊　谷　市　内 市　　道 江南村 物　　損
2 1．21 16：20 〃 市　　道 江南村 軽　　　1

3 1．29 8：10 〃 市　　道 江南村 軽　　　1 動静不注視
4 2．15 15：15 〃 市　　道 江南村 軽　　　1 クラッチペタルの踏おくれ
5 3．　1 12：20 〃 江南村 物　　損 車　間　距　離
6 3．17 18：30 〃 同乗者江南村 物　　損
7 3．21 21二40 〃 江南村 重　　　1 前方不注意
8 3．24 10：35 〃 県　　　道 江南村 軽　　　1

9 3．27 6：15 〃 県　　道 江南村 軽　　　1 信　号　鉦　視
10 4．　1 13：55 〃 県　　道 江南村 同乗者2　軽2
11 4．17 7：10 〃 県　　道 江．南村 軽　　　1 左右安全不確認
12 6．　3 17：35 〃 市　　　道 江南村 熊谷市 出合頭衝突
13 6．　6 8＝23 〃 市　　道 川本町 江南村 重　　　1 側　面　衝’突
14 4・．30 11：30 〃 国　　道 江南村 東松山市 軽　　　1 追　突
15 5．11 11：00 〃 県　　道 江南村 熊谷市 物損2 出合頭衝突
16 5．18 17：30 大　　里　　村 県　　道 行田市 江南村 物損2 ｛則　面　衝　突

　　村
　　内
　　に
　　お
　　け
　　る
　　交
　　通
　　事
　　故
　　発
）　　生

　　状
し　況

熊
谷
管
内
に
お
け
る
本
村
関
係
者

　
車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
自
動
車

保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
も

し
、
強
制
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
自
動

車
ま
た
は
原
動
機
付
き
自
転
車
を
運
転

す
る
と
、
違
反
点
数
六
点
で
、
そ
れ
ま

で
無
事
故
・
無
違
反
の
人
で
も
直
ち
に

免
許
停
止
に
な
り
ま
す
。
自
動
車
保
険

へ
の
加
入
は
、
運
転
者
の
義
務
で
す
。

必
ず
入
り
ま
し
ょ
う
。
交
通
事
故
を
起

こ
し
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

　
自
動
車
保
険
に
は
、
強
制
加
入
の
も

の
と
任
意
加
入
の
も
の
と
、
二
種
類
あ

り
ま
す
。強

制
保
険

①
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

　
法
律
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
自
動
車
お
よ
び
原
動
機
付

き
自
転
車
は
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
事
故
を
起
こ
し
て
他
人

を
傷
つ
け
た
り
、
死
亡
さ
せ
た
り
し
た

場
合
、
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
金
が
保

険
金
の
限
度
額
内
で
補
償
さ
れ
ま
す
。

　
補
償
さ
れ
る
保
険
金
の
限
度
額
（
一

人
に
つ
き
）
は
、
死
亡
の
場
合
は
最
高

二
千
万
円
、
傷
害
で
百
二
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
遺
症
に
つ
い

　
　
　
）
）

て
は
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
七
十
五

万
円
（
第
十
四
級
）
か
ら
最
高
二
千
万

円
（
第
一
級
）
ま
で
の
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
保
険
は
、
損
害
保
険
会
社
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

②
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
共
済

　
こ
れ
は
農
協
お
よ
び
農
協
連
合
会
で

扱
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
保
険
の
内

容
、
保
険
金
な
ど
は
、
責
任
保
険
と
同

じ
で
す
。任

意
保
険

　
強
制
保
険
は
、
保
険
金
額
や
補
償
範

囲
に
限
度
が
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
と
く
に
最
近
は
、
賠
償
金
の
額
が
、

強
制
保
険
の
保
険
金
を
上
回
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
“
不
足

分
”
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
任
意
保
険
で

す
。　
ま
た
、
任
意
保
険
は
、
車
が
こ
わ
れ

た
場
合
の
補
償
や
自
分
自
身
の
傷
害
な

ど
、
強
制
保
険
で
は
補
償
の
対
象
と
な

ら
な
い
事
故
も
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
便

利
で
す
。
損
害
保
険
会
社
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
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あなたも注意を
　おとしよりの事故増大

　
老
人
と
は
．
↓
体
何
歳
か

ら
で
あ
ろ
う
か
。
六
十
歳
、

六
十
五
歳
、
い
や
七
十
歳

だ
ろ
う
か
。
境
界
の
な
い

人
生
に
何
歳
か
ら
は
老
人

で
す
よ
と
、
一
線
を
ひ
く

の
は
酷
で
あ
り
非
常
に
難

し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
広
い
社
会
に
は
満
七
十

二
歳
で
歩
け
歩
け
大
会
で

日
本
は
お
ろ
か
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
等
に
行
く
人
も
あ

り
ま
す
。
世
界
大
会
に
出

席
す
る
為
に
、
屈
本
の
予

選
で
は
一
日
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
を

三
日
か
ら
四
日
位
歩
く
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
世
の
中
に
は
こ
う
い
う
人
は
極

く
ま
れ
で
あ
る
。
事
故
、
病
気
等
に
よ

り
四
十
代
で
、
五
十
代
で
急
に
老
け
込

む
人
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
若
く
て
も
、

高
齢
者
で
も
、
同
年
齢
で
あ
っ
て
も
、

各
人
の
体
力
、
能
力
等
に
よ
り
大
き
な

違
い
が
で
る
の
は
良
く
ご
承
知
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

　
”
簡
を
昔
，
で
臣
を
。
俺
ゆ
劇
愚
若

“
ん
感
参
。
を
ん
じ
ょ
牽
ピ
ゲ
伽
若
ゆ

者
に
は
負
け
は
せ
ん
ぞ
：
：
：
”

　
そ
う
で
す
ね
。
気
持
は
良
く
分
か
り

ま
す
。
気
持
だ
け
は
若
く
持
っ
て
下
さ

っ
て
結
構
で
す
。
し
か
し
、
良
く
考
え

て
見
て
下
さ
い
。
目
、
耳
、
反
射
神
経

等
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
・
：
：
・
？
自

分
自
身
の
為
で
す
。
自
信
過
剰
は
禁
物

今
（

馴〃

横断歩道は手をあげて

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
態
の
中
で
、
特
に
守

っ
て
貰
い
た
い
こ
と
を
次
に
掲
げ
ま
し

た
。一
、
道
路
を
歩
く
時
は
必
ず
右
側
歩
道

　
を
歩
き
、
少
し
ま
お
り
道
で
も
安
全

　
な
道
を
歩
き
、
夜
間
の
一
人
歩
き
は

　
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
懐
中
電
燈

　
な
ど
を
携
行
す
る
。

二
、
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
必
ず
手

　
を
あ
げ
て
、
左
右
を
確
認
し
、
一
台

　
の
車
が
止
ま
っ
て
も
ま
だ
後
か
ら
く

　
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
前
後
も
確

　
認
す
る
。

三
、
自
転
車
に
乗
る
時
は
、
必
ず
道
路

』
の
左
側
端
を
通
行
し
、
自
転
車
を
押

　
し
て
歩
く
場
合
は
歩
行
者
と
な
る
の

　
で
右
側
を
。
ま
た
雨
の
日
の
傘
さ
し

　
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

四
、
次
に
村
外
に
出
ま
す
と
、
村
内
に

　
信
見
ら
れ
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
交
通

　
標
識
が
設
置
し
て
あ
る
の
で
充
分
注

　
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
”
踏
切
”

　
　
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
を
確
認
し
列

　
車
、
電
車
が
見
え
た
り
警
報
機
が
鳴

　
っ
て
い
る
時
は
絶
対
に
渡
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
通
過
し
て
も
す
ぐ
に
は
飛

　
び
出
さ
な
い
こ
と
。

”
横
断
歩
道
橋
”

　
　
近
く
に
横
断
歩
道
橋
が
あ
っ
た
ら
、

　
必
ず
歩
道
橋
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
に
も
な
り
ま
す
。
歩
道
橋
の
上

　
か
ら
車
を
見
れ
ば
、
ど
の
位
の
ス
ピ

　
ー
ド
で
走
っ
て
い
て
、
ど
の
位
で
停

　
止
す
る
の
か
も
良
く
分
か
る
と
思
い

　
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
に
充
分
注
意
を
し
、

酒
を
飲
ん
だ
ら
、
な
る
べ
く
外
出
は
さ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
交
差
点
で
の
一

時
停
止
は
必
ず
守
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
。
虜
膨

　
　
　
　
　
　
　
ζ
　
◎

　
　
，
つ
　
　
　
　
　
ζ

　
　
あ
一
　
葬

　
　
　
　
n
　
嚢

徹
　
（

／

夏
休
み
は
“
非
行
の
季
節
”

規
則
正
し
い
生
活
を

　
　
　
　
　
　
”
非
行
の
芽
”
は
早
く
つ
み
と
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
生
活
態
度
、
服
装
、
持
ち
物
な
ど

善
轡ぐ

欝饗藻
餓

　
“
非
行
の
季
節
〃
か
ら
子
供
を
守
る

た
め
に
は
、
保
護
者
は
子
供
の
よ
き
相

談
相
手
と
な
っ
て
、
家
族
全
員
が
話
し

合
う
機
会
を
出
来
る
だ
け
多
く
持
ち
、

日
ご
ろ
か
ら
相
互
理
解
を
深
め
る
努
力

が
大
切
で
す
。

　
夏
休
み
中
は
、
と
く
に
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
〕

　
盆
踊
り
や
花
火
大
会
な
ど
夜
間
の
野

外
行
事
が
多
く
、
夜
遊
び
の
ク
セ
が
つ

き
ゃ
す
ぐ
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昼
間
は

暑
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
活
パ
タ
ー
ン

は
、
“
夜
型
”
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

よ
う
な
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、
夏
休
み
が

終
わ
っ
て
も
す
ぐ
に
直
り
に
く
く
、
学

校
ぎ
ら
い
や
家
出
に
結
び
つ
き
、
非
行

化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
第
一
に
、
子
供
の
生
活
リ
ズ
ム
を
崩

さ
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
族

全
員
が
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る

こ
と
で
す
。

に
注
意
す
る
〕

　
海
、
山
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
ド
ラ
イ
ブ
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
“
豊
富
”
な
自
由

時
間
を
背
景
に
、
新
し
い
仲
間
と
知
り

合
う
機
会
が
ふ
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
友
達
と
の
付
き
合
い
を
通

し
て
、
仲
間
意
識
か
ら
く
る
“
も
た
れ

合
い
”
の
ほ
か
好
奇
心
も
手
伝
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス
が
後

を
断
ち
ま
せ
ん
。

　
非
行
の
芽
は
一
刻
も
早
く
つ
み
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
早

期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
目
安
を
い

く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　
◎
警
察
の
こ
と
を
「
サ
ツ
」
と
い
っ

た
り
、
周
囲
に
は
分
か
り
に
く
い
隠
語

を
使
う
こ
と
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、

言
葉
づ
か
い
が
乱
暴
に
な
っ
て
い
な
い

か
。
　
◎
家
の
人
に
行
き
先
を
言
わ
ず
に
外

出
し
た
り
、
帰
宅
時
刻
が
不
規
則
に
遅

く
な
っ
た
り
し
な
い
か
。

　
◎
以
前
と
比
べ
て
金
遣
い
が
荒
く
な

っ
た
り
、
使
い
道
を
言
わ
ず
に
小
遣
い

を
せ
び
っ
た
り
し
な
い
か
。

　
◎
服
装
や
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
必
要
以

上
に
気
に
し
た
り
、
着
方
が
く
ず
れ
て

い
な
い
か
。
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暴
走
族
の
実
態
と
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
警
察
署
交
通
課
長
小

　
毎
年
夏
期
に
な
り
ま
す
と
、
避
暑
と

ス
リ
ル
を
求
め
て
、
他
人
の
迷
惑
な
ど

考
え
も
せ
ず
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
の

集
団
で
、
け
た
た
ま
し
い
エ
ン
ジ
ン
音

を
ひ
び
か
せ
道
路
狭
し
と
、
我
が
も
の

顔
に
、
蛇
行
運
転
、
集
団
に
よ
る
信
号

無
視
、
相
互
追
越
等
無
謀
運
転
を
く
り

返
し
、
一
般
通
行
車
両
の
妨
害
は
も
と

よ
り
、
私
達
の
生
活
環
境
を
お
び
や
か

す
“
暴
走
族
”
が
出
現
い
た
し
ま
す
。
こ

の
暴
走
族
の
実
態
を
見
て
い
ま
す
と
、

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
十
六
歳
か
ら
二

十
歳
位
の
青
少
年
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
年
々
低
年
齢
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
組
織
構
成
は
、
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
の

も
と
に
、
五
～
六
人
の
支
部
長
が
お
か

れ
、
各
支
部
長
は
、
十
～
二
十
人
の
不

良
青
少
年
を
自
分
の
配
下
に
加
入
さ
せ

て
お
り
、
組
織
の
背
部
に
は
暴
力
団
員

等
が
糸
を
引
い
て
お
り
ま
す
。

　
暴
走
族
は
、
「
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
散
の
場
で
あ
り
、
一
時
の
衝
動
的
行

動
で
あ
っ
て
年
を
取
れ
ば
ま
と
も
に
な

る
さ
。
」
な
ど
、
安
易
な
気
持
ち
で
お
り

ま
す
と
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
に

な
り
ま
す
。
こ
の
江
南
村
に
も
暴
走
族

の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
若
者
が
か

な
り
お
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
い
か
が
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
田

か
。
　
「
内
の
子
は
、
真
面
目
に
学
校
（

会
社
）
へ
行
っ
て
い
る
し
、
車
を
持
っ

て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

る
と
、
子
供
は
親
の
監
視
の
す
き
を
見

て
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
所
に
行
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
社
会
経
験
の
少
な
い

青
少
年
は
、
理
屈
は
一
人
前
で
も
言
動

と
行
動
が
一
致
し
ま
せ
ん
。
又
、
な
ん

と
い
っ
て
も
、
事
の
良
し
悪
し
の
判
断

力
が
と
ぼ
し
い
の
で
す
。
あ
な
た
の
ご

家
庭
で
良
く
見
守
っ
て
生
活
指
導
を
行

っ
て
下
さ
い
。

◎
暴
走
族
の

　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　
家
庭
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

日
行
動
に
変
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

　
○
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
に
こ
っ
て

き
た
。

　
○
土
曜
日
は
帰
宅
が
遅
い
。

　
　
　
　
）
「
）

　
○
友
人
が
バ
イ
ク
で
遊
び
に
来
る
。

口
服
装
に
変
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

　
○
学
生
、
会
社
員
等
身
分
不
相
応
な

服
装
を
す
る
。

　
○
派
手
な
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
だ
し

た
。
　
○
白
い
革
靴
を
は
く
。

　
○
は
ち
巻
を
持
っ
て
い
る
。

　
○
服
装
が
シ
ン
ナ
ー
の
に
お
い
が
す

る
Q

日
身
な
り
に
変
化
が
あ
る
。

　
○
額
に
青
白
く
剃
り
を
入
れ
て
い
る
。

　
○
ピ
ア
ス
を
す
る
。
　
（
耳
に
穴
が
あ

い
て
い
る
。
）

　
○
指
輪
を
し
て
い
る
。

　
○
黒
人
の
よ
う
な
チ
リ
チ
リ
の
パ
ー

マ
を
か
け
て
い
る
。

四
自
動
車
の
変
化
が
あ
る
。

　
○
車
体
を
地
上
す
れ
す
れ
に
下
げ
て

い
る
。

　
○
ナ
ン
バ
ー
を
折
り
曲
げ
て
い
る
。

　
○
ナ
ン
バ
ー
に
テ
ー
プ
を
貼
っ
た
後

が
あ
る
。

　
○
車
に
グ
ル
ー
プ
名
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
等
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
る
。

◎
家
庭
に
お
け
る

　
　
　
非
行
防
止
ポ
イ
ン
ト

　
○
子
供
を
放
任
し
な
い
。

　
○
親
子
の
対
話
を
忘
れ
な
い
。

　
○
子
供
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ

せ
る
。

　
○
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
い
方
向

に
指
導
す
る
。

　
　
　
一
次
、

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
、

な
ぜ
安
全
か
ー
。

　
自
動
車
事
故
に
よ
る
死
傷
は
、
ま
ず

衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
で
車
内
の
ハ
ン
ド
ル

や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
て
発

生
す
る
場
合
（
一
次
衝
突
）
と
、
車
の

ド
ア
な
ど
か
ら
外
に
ほ
う
り
出
さ
れ
て

路
面
や
障
害
物
に
激
突
し
て
起
き
る
場

合
（
二
次
衝
突
）
の
二
通
り
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
死
傷
事
故
か
ら
あ
な
た
を

守
る
の
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。

　
警
察
庁
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
死

亡
事
故
の
約
八
割
は
頭
部
、
顔
面
、
首

簸
の
損
傷
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
「
体
の

上
部
を
保
護
す
る
」
目
的
で
作
ら
れ
て

　
　
　
）
）

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
八
五
％
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
“
命
綱
”
を
無
視
し
て
い

る
ー
日
本
自
動
車
連
盟
が
昨
年
九
月
、

全
国
三
十
四
か
所
の
主
要
高
速
道
路
で

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
率
は
わ
ず
か
一
五
％
。
　
「
た

か
が
一
本
の
ベ
ル
ト
ぐ
ら
い
」
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
い
れ
ば
、
死
亡
事
故
も
十
人
の
う

ち
九
人
ま
で
が
助
か
る
と
い
う
警
察
庁

の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
み
な
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。

　
八
月
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進

運
動
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

二
次
衝
突
を
防
ぐ

い
ま
す
か
ら
、
一
次
、
二
次
の
被
害
を

最
少
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
旅
客
機
に
乗
っ
て
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
面
倒
く
さ

　
　
　
　
　
　
　
の

鞍
叢
囎
二
4
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ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜
・
祝
日

休
業
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
自
粛
、
冷
房

温
度
の
調
整
－
1
な
ど
、
国
を
挙
げ
て

“
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
”
へ
の
対
応
を

急
い
で
い
ま
す
。

　
産
業
・
輸
送
・
民
生
す
べ
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
の
約
七
割
を
石
油
で
ま
か

な
い
、
そ
の
石
油
の
九
九
・
七
％
を
海

外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
わ
が
国
に
と
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
省
工
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ム
ダ
な
く
、
ど
う
効

率
的
に
使
う
か
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人

一
人
の
心
が
け
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＼

蓄
迷
溝
羅
き
な
い

　
　
　
輪
鍵
轟
羅
ぎ
鞍
縢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ダ
な
く
上
手
に
使
お
う

　
電
気
は
照
明
、
電
気
製
品
を
は
じ
め

工
場
の
動
力
な
ど
用
途
が
広
く
、
そ
の

う
え
、
ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
水
準
の
向

上
、
産
業
の
発
展
と
と
も
に
使
用
量
は

毎
年
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
電
気
の
約
七
割
は

石
油
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
に
よ
る

も
の
で
す
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
石
油

は
ほ
ぼ
全
量
を
海
外
に
依
存
し
て
お
り
、

増
加
す
る
電
力
需
要
を
ま
か
な
う
だ
け

’
の
石
油
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
年

月別最大電力

（9電力会社合

80．00

60、000　概、叢
　　　　　　　　　嚢戴蝋
　　　　　　　　　頴、ン’w難党一『

　　　　　　　　　蒔禦鑑：‘
　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　燃電畷黛票
40，000
　　　　　　　　　懸

　　　　　　　　　臨鯵

々
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に

必
要
な
だ
け
電
気
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

む
ず
か
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
電
気
は
節
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
電
気
を
上
手
に
、
効
率
的

に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち

は
快
適
で
便
利
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
一
年
中
で
最
も
多
く
電
気
を
使
う
の

は
八
月
で
、
そ
の
三
分
の
一
は
ク
ー
ラ

ー
の
使
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
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織
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0

0
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2

　
一
日
の
う
ち
で
は
、
気
温
が
高
く
な

る
午
後
二
時
前
後
で
、
ク
ー
ラ
ー
が
フ

ル
回
転
す
る
時
刻
で
す
。
こ
れ
に
高
校

野
球
の
テ
レ
ビ
観
戦
が
重
な
る
と
、
電

力
消
費
は
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
す
。

　
ク
ー
ラ
ー
の
涼
風
の
中
で
野
球
を
楽

し
む
ー
そ
の
一
方
で
、
わ
が
国
の
発

電
所
は
“
パ
ン
ク
寸
前
”
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
こ
と
し
は
、
石
油
消
費
量
の
五
％
節

約
と
い
う
国
際
的
な
取
り
決
め
に
従
っ

て
、
冷
房
温
度
を
摂
氏
二
十
八
度
程
度

と
す
る
よ
う
、
国
を
あ
げ
て
努
力
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
で
き
る
だ
け

協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

東
京
電
力
よ
り
お
願
い

　
雷
や
台
風
に
よ
り
電
線
が
切
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
切
れ
た
電
線
を
み
つ
け
た
ら
さ
わ
ら

な
い
で
、
す
ぐ
東
京
電
力
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
5
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農
地
を
貸
し
て

　
　
　
　
　
奨
励
金
を

　
前
号
で
は
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　
本
村
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
よ
り

地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
の
指
定
を
受

け
て
、
農
政
の
推
進
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
に
よ
り
農
用
地

高
度
利
用
促
進
事
業
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。

　
今
ま
で
に
農
業
を
一
生
懸
命
や
ろ
う

と
す
る
農
家
に
は
、
農
地
の
売
渡
し
貸

借
等
規
模
拡
大
が
出
来
る
よ
う
な
方
策

が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
成
果
が

あ
が
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ

れ
ら
中
核
農
家
へ
農
地
を
賃
貸
し
た
場

合
に
、
貸
し
手
農
家
へ
補
助
金
を
交
付

し
て
移
動
促
進
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
。

　
本
村
で
は
農
用
地
流
動
化
推
進
員
を

お
願
い
し
て
、
こ
の
制
度
の
積
極
的
な

推
進
を
計
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
賃
借
に
つ
い
て
は
、
農
用
地
利
用
増

進
事
業
や
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
等

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。
農
地
を
貸

し
て
も
よ
い
と
お
考
え
の
方
は
、
是
非

共
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
流
動
化
奨
励
金

賃
貸
期
間

金
　
　
額

備
　
　
考

三
年
～
五
年

一
〇
、
O
O
O
円

一
〇
ア
ー
ル
当
り

賑
勝
褥

五
、
○
○
○
円

水
田
の
裏
作
だ
け

貸
す
場
合

六
年
以
上

二
〇
、
○
○
○
円

一
，
○
ア
ー
ル
当
り

駄
騎
趾

一
Q
、
O
O
O
円

水
田
の
裏
作
だ
け

貸
す
場
合

空
中
防
除

　
　
　
　
八
月
十
八
日

　
　
　
　

雨
天
順
延

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
田
の
病
害

虫
防
除
が
、
八
月
十
八
日
午
前
五
時
か

ら
十
時
頃
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
農
薬
が
散
布
さ
れ
る
区
域
は
、
村
内

全
域
の
水
田
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
危
被
害
防
止
の
た
め
次
の
諸
点
に

御
注
意
下
さ
い
。

○
　
今
回
の
防
除
は
、
い
も
ち
病
、
二

　
化
メ
イ
虫
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、

　
ウ
ン
カ
類
等
を
目
的
に
農
薬
を
十
ア

　
ー
ル
当
り
三
㎏
散
布
し
ま
す
。

○
　
養
蚕
、
家
畜
、
飼
料
、
人
体
の
肌

　
に
ふ
れ
る
も
の
、
口
に
す
る
も
の
は

　
特
に
御
注
意
下
さ
い
。
ま
た
、
補
正

の
た
め
一
旦
終
了
し
て
も
、
再
度
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
飛
来
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。○
　
養
魚
池
等
は
、
散
布
中
常
時
清
水

　
を
補
給
し
浮
遊
し
た
農
薬
を
流
し
去

　
　
　
　
　
）
『
し

　
っ
て
下
さ
い
。

○
　
農
薬
は
、
低
毒
性
の
も
の
を
使
用

　
し
ま
す
の
で
、
故
意
に
浴
び
な
い
限

　
り
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

付
着
し
た
物
を
食
べ
た
り
、
大
量
に

　
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
と
共
に
、

　
井
戸
、
水
道
の
蛇
口
、
食
器
、
布
団
、

洗
た
く
物
等
は
、
散
布
中
汚
染
し
な

　
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

O
　
晩
秋
蚕
の
採
桑
は
、
で
き
る
だ
け

　
散
布
水
田
か
ら
離
れ
た
桑
園
よ
り
採

　
桑
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
空
中
防
除
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く

　
は
役
場
産
業
課
へ
お
間
い
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
＊
緑
の
大
敵
＊

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

　
　
　
　
　
　
　
撲
減
を

聖
3
3
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
…
；
3
3
3
；
；
；
3
3
藍
3
3

　
　
夏
バ
テ
防
止
に

　
　
　
「
嫡
，
」
の
字
の
つ
く
食
べ
物
を

　
わ
た
し
た
ち
の
体
は
、
体
温
を
調
節

す
る
た
め
に
、
常
に
発
汗
作
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
と
く
に
夏
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
汗
を

か
か
な
く
て
も
、
一
日
に
九
百
C
C
（

牛
乳
び
ん
約
五
本
分
）
に
も
の
ぼ
る
水

分
が
、
わ
た
し
た
ち
の
体
か
ら
蒸
発
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
の
“
蒸

発
熱
”
が
体
温
を
奪
い
、
調
節
作
用
を

果
た
す
の
で
す
が
、
同
時
に
そ
れ
な
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
発
汗
作
用
が
激
し
い
と
、
そ
の
分

よ
け
い
に
疲
れ
、
夏
バ
テ
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

　
夏
バ
テ
は
、
や
が
て
体
力
の
衰
え
に

つ
な
が
る
の
で
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い

う
ち
に
回
復
さ
せ
る
の
が
、
健
康
保
持

の
秘
訣
で
す
。
そ
れ
に
は
、
夏
の
食
生

活
を
ど
う
工
夫
す
る
か
が

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
人
は

昔
か
ら
、
夏
の
土
用
の
丑

（
う
し
）
の
日
に
ウ
ナ
ギ

を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
夏
の
暑
い
間
は
、

ウ
メ
ボ
シ
や
ウ
リ
を
好
ん

で
よ
く
口
に
し
ま
す
。

　
ウ
ナ
ギ
は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
肪
、

ビ
タ
ミ
ン
A
を
多
く
含
む
“
ス
タ
ミ
ナ

源
”
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
、
ウ
メ
ボ
シ

は
食
欲
を
増
進
さ
せ
、
新
陳
代
謝
を
活

発
に
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
夏
バ
テ
防
止
に
「
ウ
」
の
字
の
つ
く

食
べ
物
を
ー
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
が

生
ん
だ
す
ば
ら
し
い
“
生
活
の
知
恵
”

と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
食
品
で
は
、
で
ん
ぷ
ん
質
よ

り
脂
肪
分
を
多
く
と
る
よ
う
に
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
毎
日
の
食
卓
に
小

出
し
の
で
き
る
酢
や
ウ
メ
ボ
シ
、
サ
ラ

ダ
オ
イ
ル
、
ゴ
マ
油
な
ど
を
常
備
し
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

；
3
3
3
…
3
3
3
；
3
3
3
…
；
3
3
…
…
；
3
…

　
　
　
）
）
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の
捲

　
　
　
　
　
ビ

ぼ
く
の
頭

　
　
　
江
南
南
小
六
年

　
　
　
　
　
　
長
倉
　
　
透

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
の
人
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
「
少
し
頭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
を
切
れ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
わ
れ
た
。

ぼ
く
は
、
「
う
ん
。
」
と
い
っ
て
、
家
の

人
に
切
っ
て
も
ら
う
事
に
な
っ
た
が
、

切
り
は
じ
め
て
か
ら
、
　
「
あ
あ
、
長
年

の
ば
し
た
毛
が
切
ら
れ
て
い
く
。
」
と
、

思
っ
た
。
そ
の
う
ち
頭
が
ス
ウ
ー
と
し

て
き
て
涼
し
く
な
っ
た
。
「
ね
え
、
少

し
だ
け
切
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
」
と
、
き
く

と
、
　
「
あ
っ
間
違
え
て
坊
主
に
し
ち
ゃ

っ
た
。
」
と
い
っ
た
。
　
「
え
っ
」
と
、
び

っ
く
り
し
て
鏡
を
見
た
ら
、
頭
の
上
の

方
に
少
し
毛
が
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
。
　
「
な
ん
だ
っ
て
、
こ
ん
な
に
切
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
」
と
、
お
こ
っ
た
。

そ
し
た
ら
、
お
か
あ
さ
ん
が
、
　
「
間
違

っ
た
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ

う
。
」
と
、
平
気
な
か
お
で
い
っ
た
の
で
、
』

く
や
し
か
っ
た
。
ぼ
く
は
二
階
へ
行
っ

て
一
人
で
考
え
た
。
　
（
あ
あ
、
明
日
、

　
　
　
　
（
（

学
校
で
み
ん
な
に
わ
ら
わ
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
）
、
（
先
生
に
何
か
い
わ
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
）
、
（
は
ず
か
し
い

な
あ
）
と
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
。

　
「
友
だ
ち
の
笠
原
君
も
坊
主
だ
か
ら
、

大
じ
ょ
う
ぶ
か
な
。
で
も
、
急
に
坊
主

に
な
っ
た
か
ら
な
あ
。
」
そ
の
夜
は
、
御

飯
を
食
べ
な
か
っ
た
。
お
風
呂
に
入
っ

て
も
、
ね
な
が
ら
も
、
茂
木
君
も
初
め

は
笑
わ
れ
た
け
れ
ど
、
今
で
は
笑
わ
れ

な
く
な
っ
た
か
ら
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う

と
思
っ
て
や
っ
と
ね
む
れ
た
。
次
の
日

は
日
曜
日
だ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
で

ソ
フ
ト
の
練
習
に
い
っ
た
。
思
っ
た
通

り
、
友
達
に
笑
わ
れ
た
。
特
に
、
吉
野

君
に
大
声
で
笑
わ
れ
た
。
　
「
や
っ
ぱ
り
、

く
る
ん
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
。
」
と
、
心
の

中
で
思
っ
た
。
そ
の
日
は
、
一
日
中
帽

子
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

お
母
さ
ん

　
　
江
南
南
小
四
年

　
　
　
　
　
河
辺
佳
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の

よ
い
で
、
す
ぐ
お
こ
り
ま
す
。

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
こ
と
カ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
や
さ
し
い
と
こ
ろ
と
、

わ
た
し
た
ち
と
約
そ
く
し
た
こ
と
は
必

ず
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
わ
た
し

お
母
さ
ん
の

せ
い
か
く
は
、

ち
ょ
つ
と
お

っ
ち
ょ
こ
ち

　
　
で
も
、

　
　
童

た
ち
は
今
、
そ
の
約
そ
く
を
毎
日
実
行

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
朝
、
五
時
ご

ろ
起
き
て
、
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
こ
と
で

す
。
お
母
さ
ん
を
起
こ
し
に
行
く
と
、

「
あ
ら
、
佳
代
子
は
早
い
の
ね
。
」
と
、

言
い
な
が
ら
着
が
え
ま
す
。
走
る
コ
ー

ス
は
、
大
沼
公
園
を
出
発
し
て
、
学
校

の
方
を
一
周
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
お

母
さ
ん
は
走
り
終
わ
る
と
、
　
「
あ
あ
、

つ
か
れ
た
わ
。
」
と
、
言
い
な
が
ら
家
に

入
っ
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
は
ん

の
し
た
く
を
し
た
り
、
お
父
さ
ん
を
起

こ
し
た
り
で
、
と
っ
て
も
い
そ
が
し
そ

う
で
す
。
毎
日
そ
の
く
り
か
え
し
な
の

で
、
わ
た
し
は
、
い
つ
も
心
の
中
で
、

「
お
母
さ
ん
て
、
い
そ
が
し
そ
う
だ
な
凶

と
、
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
お
母
さ

ん
は
家
の
仕
事
だ
け
で
も
大
へ
ん
な
の

に
、
よ
そ
の
子
ど
も
を
二
人
も
あ
ず
か

っ
て
い
ま
す
。
一
人
は
、
ま
さ
と
君
、

も
う
一
人
は
、
り
ょ
う
子
ち
ゃ
ん
で
す
。

り
ょ
う
子
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
、
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
て
大
へ
ん
で
す
。
　
「

お
母
さ
ん
、
大
へ
ん
ね
。
」
と
、
言
う
と
、

「
で
も
、
お
母
さ
ん
は
、
前
に
、
か
ん

ご
ふ
さ
ん
や
保
健
の
先
生
を
し
て
い
た

か
ら
、
安
心
し
て
あ
ず
け
ら
れ
る
の
ね
。
」

と
、
い
い
ま
す
。
で
も
、
ほ
ん
と
う
は
、

心
の
中
で
、
　
「
あ
あ
、
つ
か
れ
た
。
や

っ
と
帰
っ
た
。
」
な
ん
て
思
っ
て
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
夕
方
、
わ
た
し
が
遊

び
か
ら
帰
る
を
す
ぐ
、
夕
ご
は
ん
を
作

り
出
し
ま
す
。
わ
た
し
も
手
つ
だ
い
ま

　
　
へ
　
（

　
　
／

す
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
上
手
に
で
き
な

く
て
、
き
ゅ
う
り
を
細
く
切
っ
た
り
、

ふ
と
く
切
っ
た
り
で
す
。
今
ま
で
に
、

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
作
っ
た
も
の

は
、
み
そ
し
る
、
サ
ラ
ダ
、
や
さ
い
い

た
め
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
母
さ
ん
の
お
手
つ

だ
い
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お

ぼ
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
露
矧
N
繍
醐
酬
熱

　
「
近
ご
ろ
は
、
ネ
オ
ン
や
車
の
ラ

イ
ト
の
せ
い
で
夜
空
が
明
る
い
た
め
、

花
火
も
見
栄
え
が
し
な
い
」
1
と

あ
る
花
火
師
が
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
や
は
り
花
央

は
“
夏
の
風
物
詩
”
と
し
て
欠
か
せ

な
い
も
の
の
［
つ
で
す
。

　
し
ば
ら
く
〃
鳴
り
”
を
ひ
そ
め
て

い
た
各
地
の
名
物
花
火
大
会
が
、
こ

こ
一
～
二
年
、
続
々
復
活
の
き
ざ
し

を
見
せ
て
き
て
い
る
の
も
、
そ
の
た

め
で
し
ょ
う
。

県
長
岡
の
信
濃
川
な
ど
“
三
尺
玉
”

と
称
す
る
超
特
大
の
も
の
が
、
夜
空

を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
お
も
ち
ゃ
の
花
火
は
と
い

う
と
、
か
つ
て
の
“
代
表
格
”
と
も

い
え
る
線
香
花
火
は
、
お
と
な
し
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
子
供
に
は

い
ま
『
つ
人
気
が
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
上
、
値
段
の
割
に
は
作
る
の
に

手
問
が
か
か
る
と
あ
っ
て
、
最
近
で

は
あ
ま
り
パ
ッ
と
し
ま
せ
ん
。

　
そ
の
復
活
ブ
ー
ム

の
ロ
火
を
切
っ
た
の

が
、
東
京
は
隅
田
川

の
花
火
大
会
で
、
実

に
十
六
年
ぷ
り
。

　
こ
の
花
火
大
会
の

起
源
は
古
く
、
　
「
東

海
道
五
十
三
次
」
の
風
景
画
で
有
名

な
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
・
安
藤
広

重
の
描
く
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
も

“
両
国
の
花
火
”
と
し
て
登
場
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

花
火
は
日
本
人
の
心
を
深
く
と
ら
え

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
打
ち
上
げ
花
火
の
花

形
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
尺
玉
と
呼

ば
れ
る
直
径
三
十
セ
ン
チ
も
の
。
人

ロ
過
密
な
都
市
部
で
は
μ
保
安
距
離
”

火
趨
。
y
脳

花
藏
諺

　
い
ま
、
子
供
た

ち
に
受
け
て
い
る

の
は
、
飛
ん
だ
り
、

回
転
し
た
り
、
す

さ
ま
じ
い
爆
発
音

を
出
し
た
り
す
る

動
き
の
あ
る
も
の

で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
中
国
産
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
花
火
に
よ
る
火
災
が

毎
年
、
全
国
で
二
百
件
を
超
え
て
い

ま
す
。
た
か
が
、
お
も
ち
ゃ
の
花
火

と
タ
カ
を
く
く
る
の
は
危
険
で
す
。

　
風
の
強
い
日
は
避
け
る
ほ
か
、
注

意
書
き
を
よ
く
読
み
、
水
の
は
い
っ

た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
て
万
一
に

備
え
、
ま
た
大
人
が
必
ず
立
ち
会
う

な
ど
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
よ
う
o
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
教
室
終
る

　
七
月
四
日
よ
り
、
七
月
二

十
七
日
に
八
日
間
に
渡
る
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
教
育
局
体
育
課
指
導
主
一

事
、
久
保
田
先
生
を
初
日
の

指
導
者
に
、
後
日
の
指
導
は
、

中
村
先
生
（
熊
谷
南
小
教
諭
V
、

平
松
先
生
（
江
南
中
教
諭
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
単
な
る
羽
根

つ
き
だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
し
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

老化防止は運動で！
動
を
す
る
の
が
最
も
よ
い
と
い
う

　
研
究
グ
ル
ー
フ
は
、

て
い
な
い
男
女
二
五
〇
人
ず
つ
を
対
象

と
し
て
自
覚
症
状
を
調
べ
、
こ
の
人
た

ち
に
一
日
一
回
は
好
き
な
運
動
を
し
て

も
ら
い
、
一
年
後
に
自
覚
症
状
を
再
調

査
し
た
。
運
動
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
か
、

一
日
に
合
計
三
〇
分
ほ
ど
の
急
ぎ
足
の

歩
行
。
こ
れ
を
つ
づ
け
た
結
果
、
　
「
腰

が
痛
む
」
　
「
疲
れ
や
す
い
」
　
「
肩
が
こ

る
」
と
い
っ
た
諸
症
状
が
減
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
さ
て
、
問
題
は
運
動
量
で
あ
る
が
、

調
査
者
は
運
動
量
は
ど
の
く
ら
い
か
を

調
べ
、
実
際
の
年
齢
よ
り
も
体
力
年
齢

の
方
が
若
く
な
る
た
め
の
必
要
運
動
量

を
研
究
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
男
子

は
二
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
以
上
、
女
子
は
一

五
〇
カ
ロ
リ
ー
以
上
の
運
動
量
だ
と
若

い
体
力
を
維
持
で
き
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
二
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
の
運
動
量

と
い
う
と
、
急
歩
（
分
速
九
〇
メ
ー
ト

ル
の
ス
ピ
ー
ド
）
で
一
日
に
五
〇
分
と

　
　
　
　
）
し

　
“
老
化
は
運
動
で
防
げ
ま

す
よ
”
と
い
う
研
究
が
筑
波

大
学
の
池
上
晴
夫
教
授
ら
の

手
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て

い
る
同
研
究
に
よ
る
と
、
一

七
歳
を
ピ
ー
ク
に
体
力
年
齢

が
低
下
す
る
の
は
、
そ
れ
だ

け
若
者
の
体
力
が
衰
え
、
老

化
が
早
ま
っ
て
い
る
証
拠
で

あ
り
、
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
運

　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
。
　
　
ま
ず
運
動
を
し

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
分
間
ず
つ

の
一
日
合
計
五
〇
分
で
も
同
じ
効
果
だ

と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
肺
の
能
力
も
よ
く
な
り
、

血
圧
を
押
さ
え
る
効
果
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
を
つ
づ
け
る
と
、
や
せ

型
の
人
は
筋
肉
が
増
え
、
あ
ん
こ
型
の

人
は
脂
肪
が
と
れ
る
と
い
う
。
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
の
に
体
重
が
減
ら
な
い
と
い

う
人
は
、
脂
肪
が
減
っ
て
、
そ
の
分
筋

肉
が
増
え
た
た
め
と
い
う
例
も
あ
っ
た

と
い
う
。
明
日
か
ら
運
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
　
（
月
刊
体
力
づ
く
り
よ
り
）

　
〈
ゲ
塵
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む

　
◎
八
月
の
主
な
行
事

ω
八
月
三
日
よ
り
、
親
子
体
操
教
室
が

　
開
催
さ
れ
ま
す
。

②
八
月
五
日
（
日
）
字
別
婦
人
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
大
会
開
催

③
八
月
一
九
日
（
日
）
　
第
二
回
、
健

　
康
・
体
力
づ
く
り
の
つ
ど
い
が
北
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

親
子
で
楽
し
い
体
力
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
体
力
づ
く
り
の
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
歳
か
ら
9
歳
の
屋
外
ゲ
ー
ム

　大人の後について、大人のつ
くる障害物を跳び越えたり、〈
ぐったりします。

砂

症

　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

ρ　　
覧
、
5
ー
ー
ー
ー
－
r

　
　
グ

ズ
／

4
，
大
人 が両脚を広く開いて立参ま

　す。幼児は、3メートル前後から
　ボールを蹴って、

　大人の両脚の間　。

　を通し、そのボ　　ノ

　ールを追いかけ
　て止まる前につ

2
．
幼
児 が自分でボールを空中に
　投げ上げ、2～3回バウンドし
　たのをつかみます。

　ワンバウンドしたのをつかめば
　なおよいでしょう。

　　　　　　　　、、一ヤ0

3．幼児は仰向けに寝てボールを
　両脚ではさみ、頭越しにできる
　だけ高く、遠くへ飛ばします。

　はじめは遠く飛ばすことを目標
　にし、上手になったら正確性を
　高める．よう努力します。

）
）

　
　
　
4
〆
’
ー
、

　
　
　
　
　
￥
＼

6
．
片 方の手を腰に当て、片手で
　大人が指示した方向（前後・左
　・右）にころがします。
　両手とも同じようにできるよう
　にします。

5
．
幼 児はボールを前方に投げ、
　ボールが一回バウンドしたとこ
　ろでボールの走り抜け、向き直

　ってボールをつかまえます。
ノ
＼

1ノ
＼

　
　
　
、

醸
黒
　ノ
∠
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≡≡≡≡≡≡≡≡≡………≡…≡…≡…≡…≡≡≡≡≡おしらせとあんない≡≡三1≡≡≡≡≡1……≡≡≡≡≡≡…≡…≡≡≡

「””一”一”一””一一一一”一一一一一一”一”一一一一””『一”r一’”一”一”一””一一”r
l　あなたも参加を　　1福祉年金支払います　1所得状況届の提出を　l
l　一県民討論会一：8月13日．14日の2日阻小原1一児童扶養手当一i
l　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　Il日　時　9月1日（土）1時～4時30　1郵便局で、福祉年金の支払いをい　1　児童扶養手当及び特別児童扶養　I

I　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　Il会場埼玉県熊谷地方庁舎　 1たします。　　　　　 1手当の受給者の方は、今年度からl
lテーマ埼玉の子どもの未来を考1今回は、53年度分最終の支払月1毎年8月・・日から9月・・日までのl

I　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　える。　　　　　　　　　1ですので、54年度の金額記入のた　1間に、所得状況届を提出していた　l

l　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　ll司会者　香取一男（NHK）　　　1め、証書をお』預かりいたしますか　1だくことになりました。8月上旬　l
l　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　ll助言者　なだいなだ・秋山ちえ子・1ら・なるべく2日間のうちに、お　1受給者の方へ所得状況届の用紙を　l

l　　　　　　出　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　望月　局　　　　　　　1受取り下さいますようお願いいた　1郵送いたします。期限内に必ず提1

国論のしかた　　　iします・　　　　i出してくださし・・　　：
15人の意見発表者を中心に一般i一一一一一一一一一…一一…一→また・証書についても8月支給i

l参加者（自由参加）を交えて言乱i　自衛官募集　1分を受領した後・次回からの支給i
l合いを行います・　　1安定した働きがし・のある職場司金額の記入を行いますので所得状：

1　なお、県から知事をはじめ関係　l　　　　　　　　　　　　　　　　l況届と同時に提出してください。　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　I技術を身につけよう。　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　i
I部局長が出席します。　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　l｝＿＿、一、一．一＿＿＿＿．一＿、『．→

1参加者　一般参加を希望する方は、1

1　　　8月20日までに、ハガキに

1　　　「県民討論会資料」と朱書

1　　　し、住所・氏名を明記し、

1　　　下記へ申込みください。

1申込先　埼玉県熊谷県民センター

1　　　　熊谷市熊谷ぬ通り861

1　　　　電話0485（23）2801

i給与実質給

1　　初任給

1　　現物給

1賞与年3回

1　防衛庁では陸・海・空自衛官を

1募集しております。

1
・資格　18歳以上25歳未満
ヒ

1身分　特別職国家公務員
［

124，000円

85，800円

38，409円

4．9ケ月分

1特退手当　2年後約300，000円

l　　　　　　　　　　　　　　l
：学生職業情報センターl

l　9月17日オープン　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　県では、近年大学等の卒業者がI
I　　　　　　　　　　　　　I
I増大し、その就職問題が深刻な課　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I題となっている現状から、大学・　1
　　　　　　　　　　　　1短大・高専の卒業（見込）者を対　l
I　　　　　　　　　　　｛　l
i象とした求鯖報の提供や職業馴
1談を行い、就職の円滑化を図るセ

「一…””””一一一一”『一一1特典（・）技術教育（車輌・通信・舟充iンターを次のように開設（9月・71

1　サラ金相談　1　空機。艦船等）で各種国家1日）します．　　　　1
1　　　法律相談の実施　　　l
l　　　　　　　　　　　　l
l日時毎月、第レ第2・第31

1　　・第4水曜日　　l
I　午後1時から午後4時l
I　　　　　　　　　　　　　　　l
I場　所　熊谷地方県民センター相　l
I　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　談室
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1相談員　弁護士　　　　　　　　　1

1連絡先　江南村役場住民課

免許取得の機会があります。

（2）大学（二部・通信）の通学

も可能です。

（3）努力次第で曹・幹部に昇進

もできます。

　電話（36）1521

　　　　　　　　　　ドム場所　南浦和駅西口前　　　　　：

　　　　　　　　　　1　　第三大雄ビル5階　　　　1

　　恐0488（64）0077　　1
　　　　　　　　　　ド　くわしくは曳県労働部職業安定　：

　　　　　　　　　　1課雇用対策推進係⑤0488（24）　1

2111・内線3028番へお問い合せく　1

　　　　　　　　　　ドださい。　　　　　　　　1
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿上＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿1

（
、

（

（
、

（

心
配
ご
と
相
談

　
毎
月
第
四
火
曜
日
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
十
二
時
ま
で
、
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

夏
休
み
期
問
中

　
地
区
子
供
会
等
に

　
　
　
フ
ィ
ル
ム
、
映
写
機

　
　
　
を
貸
出
し
！

　
楽
し
い
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
映
画

鑑
賞
で
、
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
大
里
広
域
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
期
間
中
「
映
写
機
」
・
「
映
画

フ
ィ
ル
ム
」
・
「
V
T
R
」
な
ど
の
貸

出
し
を
い
た
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
子
供
会
・
自
治

会
・
地
区
各
種
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
団
体

で
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
視
聴
覚

セ
ン
タ
ー
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
は
三
日
～
五
日
間
程
度
で
す
。

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
は
熊
谷
市
役
所
七
階

北
側
で
す
。

　
電
話
で
申
し
込
み
の
場
合
は
、
〇
四

八
五
（
二
三
）
一
六
三
八
番
で
す
。

　
フ
ィ
ル
ム
は
文
芸
作
品
「
伊
豆
の
踊

り
子
」
　
・
「
家
族
」
は
じ
め
童
話
「
ア

ン
デ
ル
セ
ン
物
語
」
、
日
本
昔
話
シ
リ

ー
ズ
、
中
編
児
童
劇
「
お
か
あ
さ
ん
」

家
庭
教
育
等
子
供
・
成
人
・
婦
人
対
象

の
映
画
フ
ィ
ル
ム
六
五
〇
本
程
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
子
供
た
ち
を
中
心

に
セ
ン
タ
ー
で
自
由
に
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
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調査にご協力を
砂全国消費実態調査岬

調
査
と
し
て
、

年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
調
査
は
、
日
本
の
経
済
が
高
度

成
長
か
ら
安
定
成
長
に
移
っ
て
か
ら
初

め
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
安
定
成
長
期

に
お
け
る
国
民
生
活
の
実
態
を
浮
き
彫

り
に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

馳
≦
…
『
…
『
’
』
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

　
こ
と
し
の
九
月
か
ら

十
一
月
ま
で
の
三
か
月

間
に
わ
た
り
、
昭
和
五

十
四
年
全
国
消
費
実
態

調
査
が
全
国
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
、
こ
の
調
査

は
、
国
民
の
暮
ら
し
向

き
を
家
計
の
面
か
ら
総

合
的
に
と
ら
え
る
こ
と

を
ね
ら
い
乏
し
た
統
計

昭
和
三
十
四
年
か
ら
五

住
民
検
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う

　
今
年
も
下
記
の
日
程
に

よ
り
住
民
検
診
を
行
い
ま

す
。　
な
お
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
二
日
か
ら
五
十
三
年

四
月
一
日
生
れ
の
方
は
、

次
の
と
お
り
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
を
行
い
ま
す
。

　
八
月
二
十
一
日
及
び
八

月
二
十
二
日
。
判
定
は
二

日
後
。
場
所
母
子
セ
ン
タ

ー
。
受
付
午
後
一
時
三
〇
。

昭和54年8月健康診断日程表報マ：38ニヨ男

　
調
査
で
は
、
全
国
か
ら
抽
出
さ
れ
た

約
五
万
三
千
世
帯
に
九
月
か
ら
十
一
月

ま
で
の
三
か
月
間
家
計
簿
を
つ
け
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査

員
が
皆
様
の
お
宅
へ
う
か
が
う
お
り
は

御
協
力
く
だ
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
ゆ

　
な
お
、
，
調
査
さ
れ
た
事
柄
は
、
統
計

を
つ
く
る
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
調

査
関
係
者
が
他
に
漏
ら
す
こ
と
や
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

家
計
・
簿
で

　
　
豊
か
な
暮
ら
し
の

　
　
　
　
　
基
礎
づ
く
り

9月から11月調査期日

～班◎oo、

検　　　　診　　　　日

月　　日
午前

午後
字　　名 会場　名

8月20日（月）
午前

午後
三　　　本
成沢　（下）

小　沢　運　送
会　　議　　所

21日（火）
午前

午後
上　新　田
上　押　切

社　　務　　所

参宮記念館

22日（水）
午前

午後
須　賀　広
野　　　原

詰　　　　　所
詰　　　　　所

23日（木）
午前

午後
下　押　切
樋　春　北

集　　会　　所
集　　会　　所

24日（金）
午前

午後

成沢　（上）
御正新田（上）

坂上公民館
大坂集会所

25日（土）
午前

午後 小　江　川 農村センター

27日（月）
午前

午後
樋　春　南
御正新田（下）

大沢宮雄氏宅
浄　　安　　寺

28日（火）
午前

午後
板　　　井

　塩
農業研修センター

公　　民　　館

29日（水）
午前

午後
柴・千代
全　　　域

柴・千代集会所
母子健康センター

〆
）

県
民
大
学
校

　
　
　
　
　
　
受
講
生
を
募
集

　
県
は
、
　
“
自
治
と
連
帯
”
を
す
す
め

る
学
習
活
動
の
場
を
設
け
、
地
域
社
会

づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
う
る
人
づ

く
り
、
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
県
民
大
学
校
（
短

期
講
座
）
を
開
設
し
ま
す
が
、
そ
の
受

講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

　
県
民
大
学
校
の
内
容
及
び
応
募
方
法

一
、
テ
ー
マ
「
郷
土
埼
玉
を
考
え
る
」

二
、
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ

　
　
　
　
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
現
に
行

　
　
　
　
い
、
又
は
行
お
う
と
し
て

　
　
　
　
い
る
者

三
、
定
員
五
〇
名

四
、
開
設
場
所
　
熊
谷
地
方
庁
舎

五
、
実
施
期
日
及
び
講
座
内
容
は
、
下

　
表
の
と
お
り
。

六
、
応
募
方
法

　
　
所
定
の
受
講
申
込
書
を
八
月
二
十

　
一
日
ま
で
に
熊
谷
地
方
県
民
セ
ン
タ

　
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
こ
の
受
講
申
込
書
用
紙
は

　
総
務
課
窓
口
及
び
熊
谷
地
方
県
民
セ

　
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
県
民
大
学
校
に
つ
い
て
詳
し

　
い
こ
と
は
熊
谷
地
方
県
民
セ
ン
タ
ー

　
（
電
㈱
一
二
〇
番
）
に
お
問
い
合

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
4
ノ

　
　
　
＼
　
）

実
施
期
日
及
び

　
　
怯
講
座
内
容

期　　日 時　　　間 内　　　　　容

9月14日（金） 13：30～16：30 郷土の文化と歴史

9月21日（金） 13：30～16：00 新しいコミュニティづくり

9月28日（金） 9：00～16：00 現地見学
lO月5日（金） 13：30～16：00 私たちの県政を考える

10月12日（金） 13：30～16：00 ボランティア活動のすすめ

10月19日（金） 13：30～16：00 事例研究

㊧
　
講
師
は
、
実
践
活
動
を
ふ
ま
え

　
た
専
門
家
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
又
、
講
義
の
進
め
方
は
、
討
議

　
方
式
も
導
入
し
て
い
き
ま
す
。




